
のりしろ

のりしろ

きりとり

（
山
折
り
）

郵 便 は が き
皆が住みよいまちづくりへ

あなたのアイデア・メッセージ
お待ちしています

の
り
し
ろ

住 

所
〒

氏 

名
電 

話

ひびきあい「日野のたから」を
未来につなぐ

自治の力で輝くまち

郵送の場合はこの用紙を切り離し、
次の通り封書を作ってください。

①きりとり線（点線）に
沿って切り、中央を山
折りにします。

②のりしろにのりをつけ
て貼りあわせ、封書を
作ります。

③切手を貼らずにそのま
まポストへ投函してく
ださい。

0107

料金受取人払郵便

差出有効期限
令和 3年 3月
31日まで

近江日野郵便局
承　　認

切手を貼らずに
お出しください

5 2 9 1 6 9 0

日
野
町
河
原
一
丁
目
１
番
地

日
野
町
役
場

「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
」
係  

行

あなたのアイデア・
メッセージを
お待ちしています

【お願い】
○提案に対する回答を郵送させていただきますので、氏名・
住所（番地まで）を必ずお書きください。
　名前や番地の掲載がない場合などは、匿名扱いとなり、お
返事できませんので、ご了承ください。
○広報記載の封書以外で提出いただく場合は、タイトルに『住
みよいまちづくりへの提案』と記載してください。
○寄せられた提案は、町長はじめ担当課職員が熟読させてい
ただきます。出来る限り町政に生かせるよう、十分に検討
したうえで回答させていただきますので、回答までに時間
がかかることがあります。
○特定の個人や団体を誹謗、中傷するもの等、内容によって
は回答できないものがあります。
○お寄せいただいた提案は、「広報ひの」に掲載させていた
だく場合があります。その際に氏名の掲載はいたしません。
○担当課ですぐにお答えできるような質問については、電話
でお答えする場合もあります。

提案・問い合わせ先
企画振興課　秘書広報担当
☎0748-52-6550　Fax.0748-52-2043
E-mail  kouhou@town.shiga-hino.lg.jp

住みよいまちづくりへの提案
アイデア・メッセージをお待ちしています

きりとり

　皆さんからのアイデアやメッセージをいただき、
まちづくりに生かし誰もが住みやすいまちにしてい
くため、皆さんの「声」をお待ちしています。

●「住みよいまちづくりへの提案」をお寄せいただ
くための封書を「広報ひの」に掲載します。

●広報に掲載している封書に限らず、電話・ハガキ・
FAX・E-mailなどで受け付けていますので、ご
意見をお寄せください。

●
募
集
期
限

　
2
月
26
日
（
金
）
ま
で

●
募
集
団
地

・
第
2
内
池
団
地（
内
池
1
5
2

番
地
）昭
和
63
年
度
築（
P
C

造
3
階
建
）3
D
K
　
1
戸

・
西
山
団
地（
豊
田
2
0
5
番
地

23
）昭
和
59
年
度
築（
P
C
造

2
階
建
）3
D
K
　
1
戸

●
入
居
資
格

　
持
家
が
な
く
次
の
①
〜
⑥
す

べ
て
が
該
当
す
る
方

①
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地

が
あ
る（
概
ね
3
か
月
以
上
）。

②
税
金
・
公
共
料
金
・
保
育
料

等
に
滞
納
が
な
い
（
完
納
証

明
が
必
要
で
す
）。

③
現
在
同
居
親
族
が
あ
る
、
ま

た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族（
婚
約
者
を
含
む
）が
あ
る

（
老
年
者
、
身
体
障
が
い
者
の

方
は
単
身
で
あ
っ
て
も
認
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

④
暴
力
団
員
で
な
い
。

⑤
1
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定

め
ら
れ
た
基
準
以
下
で
あ
る
。

⑥
現
に
住
宅
に
困
窮
さ
れ
て
い

る
人
（
次
の
⑴
〜
⑹
に
該
当

す
る
方
）。

⑴
非
住
家
屋
、
保
安
上
危
険
ま

た
は
衛
生
上
有
害
な
不
良
住

宅
に
居
住
し
て
い
る
。

⑵
正
当
な
理
由
に
よ
る
立
退
き

要
求
を
受
け
て
い
る
。

⑶
居
住
の
状
況
に
問
題
が
あ
る
。

⑷
結
婚
し
た
い（
し
た
）が
、住
宅

が
な
い
。

⑸
居
住
費
が
過
大
（
家
賃
が
収

入
月
額
の
25
％
以
上
）。

⑹
遠
距
離
通
勤
（
片
道
90
分
以

上
）。

●
月
額
家
賃

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅

の
諸
条
件
に
よ
り
決
定

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　建
設
計
画
課
　都
市
計
画
担
当
　☎
0
7
4
8－

5
2－

6
5
6
7
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◆
問
い
合
わ
せ
先　
住
民
課　
保
険
年
金
担
当　
☎
0
7
4
8

−

5
2

−

6
5
8
4

国
民
年
金
保
険
料
は

 
口
座
振
替
で
前
納
が
お
得
で
す

�

～
お
申
し
込
み
は
２
月
末
ま
で
～

　
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で

前
納（
納
期
未
到
来
分
を
ま
と
め
て

納
付
）す
る
と
、
保
険
料
の
割
引
が

あ
り
ま
す
。

　

4
月
分
か
ら
、
保
険
料
の
2
年

前
納
、
1
年
前
納
、
6
か
月
前
納
の

い
ず
れ
か
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
振

替
方
法
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
令
和
3
年
2
月
末
ま
で
に
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　
現
在
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
前
納
の
手
続
き

を
さ
れ
た
方
は
、
引
き
続
き
前
納
分

が
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
の
手
数
料
は
不

要
で
す
。

【
手
続
き
で
き
る
と
こ
ろ
】

・
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関

　
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）

・
日
本
年
金
機
構
草
津
年
金
事
務
所

【
持
参
す
る
も
の
】

・�

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

（
変
更
）申
出
書（
住
民
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
）

・
金
融
機
関
の
届
出
印

・
通
帳

参考：口座振替を利用した場合の保険料額【令和2年度（1か月16,540円）
振替内容 保険料 割引額

２年前納 4月分から翌々年3月分の保険
料を4月末に振替 381,960円／ 2年 15,840円（2年）

１年前納 4月分から翌年3月分の保険料
を4月末に振替 194,320円／ 1年 4,160円（1年）

６か月前納
4月分から9月分の保険料を4
月末に、10月分から翌年3月分
の保険料を10月末に振替

98,110円／ 6か月 1,130円（6か月）

早割制度 毎月の保険料を当月末に振替 16,490円／ 1か月 50円（1か月）
翌月振替 毎月の保険料を翌月末に振替 16,540円／ 1か月 割引なし

◆問い合わせ先　草津年金事務所　　　　☎077-567-2220（国民年金課）
　　　　　　　　住民課　保険年金担当　☎0748-52-6584

国
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
病
院
で
の
医
療
費

負
担
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
給
付
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
国
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
出
産
し
た
と
き

出
産
育
児
一
時
金

　

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
、
出
生
児

一
人
に
つ
き
40
万
4
千
円（
産
科
医
療
補
償

制
度
に
加
入
し
て
い
る
医
療
機
関
で
出
産
し

た
と
き
は
42
万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
出

産
費
用
を
一
時
的
に
立
て
替
え
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
、
出
産
し
た
医
療
機
関
へ
支
払

う
直
接
支
払
い
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

●
亡
く
な
っ
た
と
き

葬
祭
費

　

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
葬
祭
を
行

う
人（
＝
喪
主
）に
5
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

高
額
療
養
費

　

1
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額

に
な
り
、
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

分
を
高
額
療
養
費
と

し
て
返
還
し
ま
す
。

な
お
、
入
院
な
ど
に

よ
り
医
療
費
が
高

額
に
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
場
合
は
、

事
前
に
「
限
度
額
認

定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
1
医
療

機
関
ご
と
の
医
療
費
の
負
担
を
限
度
額
ま
で

に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き

療
養
費

　

医
師
が
治
療
上
必
要

と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト

な
ど
の
補
装
具
を
作
っ

た
と
き
、
保
険
証
を
持
た
ず
に
治
療
を
受
け

た
と
き
な
ど
、
一
時
的
に
医
療
費
を
全
額
負

担
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
負
担
分

（
7
～
8
割
）
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
し
た
と
き
、
入
院
や
転
院
等
の
移

送
に
費
用
が
か
か
っ
た
と
き
な
ど
も
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
住
民

課
保
険
年
金
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
あ
う
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